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国
に
お
い
て
は
地
方
創
生
や
一
億

総
活
躍
社
会
構
築
等
々
の
政
策
を
先

導
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
に
お
い
て

は
、
経
済
効
果
に
よ
る
生
活
水
準
向

上
の
実
感
に
乏
し
く
、
む
し
ろ
、
都
市

部
へ
の
人
口
集
中
が
加
速
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

県
内
を
見
ま
し
て
も
、
熊
本
市
及

び
そ
の
周
辺
で
は
、
人
口
増
が
み
ら

れ
ま
す
が
、
球
磨
・
人
吉
を
見
た
場
合
、

急
激
な
人
口
減
少
が
顕
著
で
、
高
齢

化
と
就
学
児
童
・
生
徒
の
減
少
で
小

中
学
校
の
統
廃
合
が
余
儀
な
く
さ
れ
、

ま
た
、
集
落
の
維
持
が
困
難
な
地
域

も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
の
人
口
は
、
昭
和
60

年
に

２
５
３
９
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
10

年
に
は
、
１
７
６
７
人
に
減
少

し
、
平
成
20

年
で
１
４
１
０
人
、
現
在

で
は
１
１
１
５
人
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
村
は
人
口
減

少
を
抑
制
す
る
た
め
、
道
路
交
通
網

の
整
備
を
推
進
し
、
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
国
道
４
４
５
号
、
九
折
瀬
工
区

（
右
岸
側
）
、
村
道
神
屋
敷
線
（
左
岸

側
）
の
整
備
促
進
と
村
道
等
の
路
面

整
備
や
落
石
対
策
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

雇
用
の
面
で
は
、
林
業
従
事
者
や

村
内
企
業
へ
の
新
規
就
労
者
へ
の
助

成
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
林
業
で
は
、

五
木
産
材
の
付
加
価
値
を
高
め
、
産

直
住
宅
の
普
及
拡
大
の
た
め
、「
木
材

流
通
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。
30

年
度
は
、
五
木
源
住
宅
と

し
て
30

戸
の
新
築
に
、
住
宅
用
材
の

供
給
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
間
伐
や
再
造
林
、
作
業
道
開

設
に
助
成
を
行
い
な
が
ら
、
森
林
所

有
者
の
林
業
経
営
へ
の
機
運
を
高
め
、

鳥
獣
被
害
に
お
い
て
も
、
様
々
な
施

策
を
講
じ
、
農
林
産
物
の
被
害
防
止

の
た
め
、
猟
友
会
と
共
に
力
を
い
れ

て
お
り
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
拡
大
は
、
道
の
駅
を

中
心
と
し
て
、
誘
客
に
努
め
て
お
り

29

年
度
は
約
17

万
５
０
０
０
人
の

方
々
が
本
村
を
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
歴
史
文
化
交
流
施
設
は
約

４

万

５

０

０

０

人

の

観

覧

者

を

見

込

ん

で

お

り

ま

し

た

が
、

１
万
３
０
０
０
人
に
止
ま
り
、
当
初

の
見
込
み
と
大
き
な
差
が
生
じ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
ま
し
て
、
深

く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
、
責
任
の
重

さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

経
費
の
節
減
と
、
広
報
や
集
客
を
強

化
し
入
館
者
増
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
水
没
予
定
地
を
活
用
し
ま

す
、
新
た
な
宿
泊
の
提
供
で
あ
り
ま

す
コ
テ
ー
ジ
の
整
備
は
、
工
事
に
着

手
し
て
お
り
、
31

年
１
月
末
の
完
成

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
の
振
興
は
、
林
業
に
よ
る
継

続
的
な
雇
用
と
素
材
生
産
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
よ
る
生
産
物
販
売
促
進

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
々
に
よ
る
所

得
の
向
上
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
安
心
安
全
な
地
域
を

作
る
こ
と
も
重
要
で
、
高
齢
者
の

方
々
へ
の
健
康
指
導
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
、
交
通
網
の
充
実
、
防

災
・
災
害
に
備
え
る
地
域
防
災
組
織

の
強
化
と
備
蓄
倉
庫
の
設
置
等
と
併

せ
て
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
ま
し
た
、
定

住
促
進
や
道
路
基
盤
整
備
事
業
は
、

国
、
県
の
支
援
が
平
成
30

年
度
で
終

了
し
ま
す
こ
と
か
ら
、
広
範
囲
に
厚

い
施
策
展
開
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
村
の
基
本
構
想
に
つ
い
て

は
、
再
生
総
合
行
政
審
議
会
に
諮
問

し
て
お
り
、
庁
内
で
は
31

年
度
以
降

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
協
議
中
で
あ

り
ま
す
。
今
後
、
議
会
と
も
協
議
の

上
、
内
容
が
固
ま
っ
た
時
点
で
お
知

ら
せ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、

多
く
の
方
々
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
な
が
ら
、
一
歩
で
も
二

歩
で
も
前
進
し
ま
す
よ
う
努
め
た
い

と
存
じ
ま
す
。

平
成
30

年
度　

施
政
方
針

五木村長

和田　拓也
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佐藤キクノさん 満100歳

　五木村林業研究クラブの結成50周年記念式典

が、3月25日、五木村役場で行われ、会員とOB、

来賓約50人が出席し、半世紀の歩みを振り返り

ました。

　同クラブは、昭和42年7月に村内の林業後継

者18人が集まって結成。学習林を設けてスギの

品種選定調査や施業技術の研修などに取組み、最

近では木の駅プロジェクトや子どもに木にふれ

てもらうためにツリークライミングなどの活動

を広げ、林業研究グループコンクールで2度の林

野庁長官賞を授賞しています。

　式典では、50年の歩みを当時の懐かしい写真

をスクリーンに投影し、歴代会長の3人に感謝状

を贈呈。中村健治会長は、「自然への感謝と環境

の大切さを語る学びやは、森の中と位置づけ、こ

れからも「森へ行こう」を合言葉に活動していき

たい。50周年を契機に五木村の林業振興と地域

活性化に努力すると挨拶されました。

　式典終了後は、下手渓流沿いにモミジの苗木

50本を記念植樹しました。

五木村林業研究クラブ

50周年記念式典を開催

むらのできごと

　頭地の佐藤キクノさんが4月2日満100歳の誕生日を迎

えられました。

　佐藤さんは現在、小規模多機能ホーム「五木の友」を利用

中で、和田村長から「満100歳のお誕生日おめでとうござ

います。心よりお祝い申し上げます。」と表彰状を受け取る

と、佐藤さんは「ありがとうございます。皆さんのおかげで

す。」と元気に感謝の意を述べられました。

　用意されたケーキのろうそくの炎を一気に吹き消すと、

施設の皆さんから「ハッピーバースデー」の歌が始まり、「お

めでとう。」の声にとても嬉しそうでした。

　若いころの佐藤さんは、美容師として重い荷物を背負っ

て山道を歩き、時には泊りがけで花嫁支度や髪結いの仕事

をしておられました。また、編み物が得意で、よく家族に

セーターやベストを編んでいたそうです。

　6年程前から足が弱くなり、車いすの生活になりました

が、それまでは、炊事洗濯と家事をこなしていたということ

でした。

　次男の孝康さんに長生きの秘訣は？と聞いてみると「な

んでもよく食べること。くよくよしないこと。手先を動か

すこと。」と言われていました。

　いつまでもお元気でお過ごしください

祝 百寿

ご家族と一緒に記念撮影

表彰状を村長から受け取る佐藤さん

新年度を19名で迎える
五木中央保育所進級式

7名の新入生が入学
五木東小学校入学式

駅前で交通安全を呼びかけ
春の全国交通安全・タッチ運動

平成30年度 入退団式
五木村消防団

　五木東小学校の入学式が4月10日（火）、同小

学校体育館で行われ、男子3名、女子4名（計7名）

の新入生が入学しました。

　はじめは緊張した表情で入場しましたが、担任

の先生から名前を呼ばれると、元気に返事をして

いました。

　また、在校生から歓迎の言葉が送られるなど、

心温まる入学式となりました。

　4月2日（月）、中央保育所で

平成30年度の進級式が執り

行われました。 

　１クラス進級しそれぞれお

兄さん、お姉さんとなった園

児たちの他に、今年2月と4月

に4名の入園があり、総勢19

名で新年度を迎えました。

　五木村消防団入退団式が4月8日、役場2階大

会議室で行われました。

退団者7名、入団者6名で、今年度の団員数は118

名となりました。

　入退団者は次の通りです。

◎基本団員
本部分団 団員 森下　聖太
第1分団 団員 岩本　章裕
第1分団 団員 白石　隼斗
第1分団 団員 嶽本　龍之介
第3分団1部 団員 森塚　哲洋
第3分団1部 団員 竹村　智匡
◎機能別団員
第1分団 団員 吉田　敦郎
第3分団1部 団員 松本　徳美

　春の全国交通安全運動（4月6日〜15日）に伴

い、4月12日、国道445号道の駅前でタッチ運動

が行われました。駐在所や交通指導員、安管事業

所、人吉高校五木分校、役場職員等約20名が参加

してドライバーに交通安全を呼びかけました。

　運動期間が終わっても、正しい交通ルールとマ

ナーを習慣づけ、飲酒運転をしない・させない・許

さない環境を作りましょう。

本部分団 指導員 中村　弘信

本部分団 指導員 中村　健治

本部分団 指導員 北原　仁司

第2分団 分団長 三浦　恵

第3分団 分団長 嶽坂　淳一

第3分団1部 部長 岩本　安弘

第3分団2部 部長 岩崎　一郎

入団者 退団者

記念式典参加者に

よる記念撮影

式典終了後モミジの

記念植樹をしました

教室で先生のお話を聞く新一年生

タッチ運動で交通安全を呼びかける五木分校の生徒

みんなで「ハイ・ポーズ！」
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新
規
採
用
と
し
て
五
木
村
役
場

農
林
課
配
属
と
な
り
ま
し
た
、
森
下

聖
太
と
申
し
ま
す
。
地
元
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
面
識
の
あ
る
方
が
多

く
緊
張
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
仕
事
を
こ
な
し
て
い
け
る
よ

う
、
や
る
気
を
も
っ
て
業
務
に
尽
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
五
木
村
役
場
職
員
と
し
て
誇
り

を
持
っ
て
日
々
生
活
し
て
い
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
４
月
の
人
事
異
動
で
県
庁
か
ら

総
務
課
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
倉
永
と
申
し

ま
す
。
出
身
は
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
が

あ
る
菊
池
市
（
旧
七
城
町
）
で
、
今
年

39
歳
と
な
り
ま
す
。 

　
公
私
と
も
に
、
ご
迷
惑
お
か
け
す

る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
微
力
な
が
ら
一
所
懸
命
、
村

の
た
め
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
の
人
事
異
動
で
、
ふ
る
さ
と

振
興
課
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
桑
原
と
申
し
ま
す
。
（
人
吉

市
出
身
で
す
） 

　
一
日
で
も
早
く
、
五
木
村
で
の
生

活
に
慣
れ
、
村
の
振
興
に
役
立
て
る

よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
県
か
ら
の
駐
在
で
五

木
村
役
場
農
林
課
に
配
属
と
な
り

ま
し
た
伏
水
と
申
し
ま
す
。 

　
人
生
で
初
め
て
の
単
身
赴
任
に

な
り
ま
す
。 

　
趣
味
は
子
ど
も
た
ち
の
サ
ッ

カ
ー
の
応
援
と
プ
ロ
野
球
（
特
に
広

島
カ
ー
プ
）
観
戦
で
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
仕
事
面
、
生
活
面
と
も

に
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す

が
、
い
ち
早
く
村
民
の
方
々
と
地
域

の
環
境
に
慣
れ
、
楽
し
く
過
ご
せ
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
林
野
庁
の
派
遣
職
員
と
し
て
４

月
か
ら
五
木
村
役
場
農
林
課
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
生
島
智
英
で
す
。

　
出
身
地
は
芦
北
町
で
す
が
、
熊

本
県
内
で
の
勤
務
は
久
し
ぶ
り

で
、
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ

て
い
ま
す
。
早
く
五
木
村
の
職
員

と
し
て
皆
様
の
力
添
え
に
な
れ
る

よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
採
用
職
員

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

五
木
村
職
員
人
事
異
動 

総
務
課

▼
課
長
補
佐 
倉
永
　
敬
三

（
県
人
事
交
流
）

▼
防
災
係
長 

岡
本
　
英
仁

（
建
設
課
水
道
係
長
）

▼
主
査 

桑
田
　
江
美（

建
設
課
主
査
）

▼
主
査 

寺
田
　
弥
生

（
県
派
遣
）

▼
県
派
遣 

黒
木
　
保
博

（
総
務
課
主
査
）

ふ
る
さ
と
振
興
課

▼
課
長
補
佐 

桑
原
　
毅

（
県
派
遣
職
員
）

▼
主
事 

松
上
　
詩
歩（

総
務
課
主
事
）

保
健
福
祉
課

▼
保
健
師 

田
嶋
　
佳
乃

（
県
駐
在
職
員
）

住
民
税
務
課

▼
課
長
兼
住
民
係
長 

大
岩
　
留
美

（
会
計
室
出
納
係
長
）

会
計
室

▼
出
納
審
議
員 

山
村
　
光
代

（
住
民
税
務
課
長
）

農
林
課

▼
県
駐
在
職
員 

伏
水
　
邦
彦

（
県
駐
在
職
員
）

▼
主
幹 

生
島
　
智
英（

林
野
庁
派
遣
）

▼
主
事 

森
下
　
聖
太

（
新
規
採
用
職
員
）

建
設
課

▼
建
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最後まで目が離せない
村老連ゲートボール大会

7つの村が都心で地元をPR
全国 7 つの一番小さな村特産品フェア開催！

　4月5日（木）村老人クラブ連合会主催による

ゲートボール大会が、五木源パークで開催されま

した。

　今回は4チームによる総当たり戦となり、対

戦相手によって作戦もさまざま。あの手この手

で攻めるチームもあればチャンスが来るのを

じーっと待つチームもあり、最後まで目が離せま

せんでした。

　なお、優勝チームは、9月26日（水）錦町民グラ

ウンドで開催される、郡老人クラブ連合会主催の

大会に、村代表として参加されます。

　4月13日から15日にかけて、東京都板橋区にあるハッピー
ロード大山商店街において、五木村をはじめ、音威子府村（北海
道）、桧枝岐村（福島県）、丹波山村（山梨県）、北山村（和歌山県）、
新庄村（岡山県）、大川村（高知県）の全国7つの小さな村による
特産品フェアが開催されました。
　ハッピーロード大山商店街は、都内でも有数の買い物客、通
行量を誇る商店街で、7つの村の担当者がそれぞれ地域をPR
し、特産品の買い物などを呼びかけました。五木村からは、く
ねぶロールケーキ、くねぶゼリー、乾燥丸椎茸の販売が行われ、
都市部ではあまり見られない田舎の珍しい商品に多くの買い
物客から注目が集まりました。
　今回のフェアでは、5月に開催される「第3回小さな村g7サ
ミットin音威子府村」のPRもあわせて行われました。今後も
全国の小さな村が連携して、様々な形で情報発信を行い、地域
の活性化につなげていくことが予定されています。

農林課

主事 森
もりした

下　聖
しょうた

太

総務課

課長補佐 倉
くらなが

永　敬
けいぞう

三

ふるさと振興課

課長補佐 桑
くわはら

原　毅
たけし

農林課

県駐在職員 伏
ふしみず

水　邦
くにひこ

彦

農林課

主幹 生
いきしま

島　智
ともひで

英

前）総務課
課長補佐

宮崎　龍一

前）ふるさと振興課
課長補佐兼企画振興係長

小佐井　栄一

前）農林課
課長補佐

福岡　直樹

前）農林課
県駐在職員

竹盛　稔

前）保健福祉課
県駐在保健師

志賀　祐介

人事異動

里山歩きと旬の味覚を楽しむ
山菜ごちそうフットパス開催

　五木村グリーンツーリズム研究会（吉松ひとみ会長）主催に
よる「山菜ごちそうフットパス」が、3月25日、宮園地区で開催
されました。
　フットパスとは、地域に昔からあるありのままの風景を楽し
みながら歩くことで、現在、地域活性化や新しい観光の形とし
て注目されている取り組みです。
　春の陽気に包まれたこの日は、村内外から32名が参加し、宮
園の大イチョウ前をスタート・ゴールとして、「こやし」と呼ば
れる地域や横手の田園地帯など約4キロの道を、山菜を採りな
がら歩かれました。歩き終わった後は、宮園のお宿に移り、採っ
てきた山菜を天ぷらにしたり、また地元婦人たちが作った煮し
め、山菜料理などのごちそうを楽しみました。
　五木村のフットパスについては、昨年より先進地の美里町よ
り専門家を招いてコースづくりを行い、現在、村内各地に6つの
コースができております。今後も、グリーンツーリズム研究会で
は、引き続きフットパスイベントの実施等を計画しております。

採れたての山菜を天ぷらに

して味わいました

山菜採りを楽しむ

フットパス参加者

むらのできごと

優勝　鶴亀老人クラブA緊張の第１打…！

珍しい特産品に多くの買い

物客が訪れました

店内（ハッピースクエア）

での様子

カヤック体験の安全を祈願
五木村カヤッククラブ川開き

安全を祈ってカヤックを漕ぐメンバー

　五木村カヤッククラブ（　田和紀会長）による
川開きが、カヤック乗り場前の川辺川で行われま
した。五木阿蘇神社の尾方宮司により、今期のカ
ヤック体験の安全を祈願して神事が執り行われ
ました。
　クラブでは、今年度より有資格者のインストラ
クターを増やして、平日でもカヤック体験の対応
ができるようになっております。
　体験は毎日午前10時からと午後1時半からの
2回で、料金は小学生以下2,000円、中学生以上
3,000円となります。ご予約、お問い合わせは子
守唄の里五木観光案内所（37－2611）までお願
いします。
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5 月から新年度の脳いきいき教室

が始まります。最近「物忘れが

多くなった」「将来認知症になら

ないか心配」という方。パズル

やトランプ等、楽しみながら認

知症の予防をしてみませんか？

興味のある方は保健福祉課まで

お尋ね下さい。

げんぞう会や脳いきいき教室のお問い合わせ先：

保健福祉課　（TEL 37 － 2214、IP：2214）

期日▶5月11日（金）、6月1日（金）

5月のげんぞう会の日程表

場　所 宮　園 三　浦 頭　地 小　鶴

期　日
　1日（火） 　8日（火） 10日（木） 17日（木）

15日（火） 22日（火） 24日（木） 31日（木）

時　間 開始時間　：　午前10：00　（ 9：30から受付開始 ）

場　所 平沢津 下梶原 瀬　目 平　瀬

期　日
　1日（火） 　8日（火） 10日（木） 17日（木）

15日（火） 22日（火） 24日（木） 31日（木）

時　間 開始時間　：　午後1：45　（ 1：15から受付開始 ）

5月の脳いきいき教室の日程表

期　日 9日（水）、16日（水）23日（水）、30日（水）

場　所 保健センター 宮園交流館

時　間
受付（午前）　9：30 受付（午後）　1：00

開始（午前）10：00 開始（午後）　1：30

乳幼児健診のお知らせ

健　診 受付時間（午後） 場所 対象者

乳幼児健診 1：30〜2：00 保健センター
3・6・10ケ月、1歳2ケ月、

1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは健診を中止する場合があります。
　その際は対象者の方に個別に日程を通知します。

こころの健康相談

五木村駐在保健師の異動について

介護予防教室

専門の医師が相談を受けます。

専門医の受診が難しい方、ぜひ、この機会を利用してみませんか？

お問い合わせ先：人吉保健所保健予防課（電話：22 － 5289）

熊本県人吉保健所　精神保健相談

臨床心理士が相談を受けます。

◎相談内容の秘密は固く守られます。

◎希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。

お問い合わせ先：五木村役場保健福祉課（TEL 37 － 2214、IP：2214）

５月10日（木）▶ 場所：人吉保健所

５月25日（金）▶ 場所：多良木町多目的研修センター1階

完全予約制です。事前に保健所担当まで連絡してください。

相談日

相談内容：物忘れ、人間関係の悩みや病気の対応など

５月17日（木）

７月19日（木）
相談日

五木村　こころの健康相談

こころの健康相談事業について
　新年度に入り、あっと言う間に１カ月が過

ぎました。今までの生活が変わらない方も

いれば就職・転居等新しい環境で生活をして

いらっしゃる方もいると思います。五木村

では「こころの健康相談事業」を2カ月に1

度行っています。

　この時期は「五月病」という言葉があるよ

うに、新年度で環境が変わることで、体や心

が変化についていくのに精一杯になり、気分

がふさぎこんでしまったり、体調が悪くなる

方もいらっしゃいます。眠れなかったり、動

悸・めまい等の症状が2週間以上続けて出る

場合は、できるだけ早めに誰かに相談するか

医療機関に行っていただきたいと思います。

しかし、なかなか周りの人に言いづらかった

り、医療機関に行くのに抵抗がある方はここ

ろの健康相談を利用してください。相談し

たことや内容等は外部に出ることはありま

せん。なるべく早めに対処して安心して生

活できるようにしましょう。

志賀　祐介 田
た じ ま

嶋　佳
よ し の

乃

　4月1日から阿蘇保健所に異動になり

ました。

　五木村では、げんぞう会や脳いきいき

教室を中心に3年間お世話になりました。

参加者をはじめ、皆様からたくさんの元

気をもらいながら、楽しく仕事ができま

した。

　これからはいろんな場所で五木村のす

ばらしさを伝えていきたいと思います。

　短い間でしたが、お世話になりました。

　今年度より保健師としてお

世話になります、田嶋佳乃と

申します。菊池出身の新米保

健師です。

　慣れない土地での初めての

業務で、不安もありますが、皆

さんの健康づくりのために、

明るく元気いっぱい頑張りた

いと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いします。

保健だより 5月号

相談は、
無料です。

お世話になりました よろしくお願いします
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Itsuki VillageNews村からのお知らせ

Itsuki VillageNews

01

塘内　正義（校長）→八代市立八竜小学校

鎌田　嗣　（教諭）→球磨村立一勝地小学校

恒松真穂子（教諭）→人吉市立大畑小学校

椿原　貴代（養護助教諭）→錦町立一武小学校

福永　高嗣（事務主任）→五木村立五木中学校

白濱　里美（特別支援教育支援員）→退職

　　　　　

水野　健次（校長）→上天草市立上小学校

板野　一生（教諭）→人吉市立第二中学校

井上　知美（教諭）→相良村立相良中学校

鎌田　加奈（養護教諭）→荒尾市立荒尾海陽中学校

白石佳代子（事務職員）→五木村立五木東小学校

教職員異動のお知らせ
4 月 1 日付で、教職員の異動がありましたのでお知らせします。

Itsuki VillageNews

02
異動のご挨拶

田代千恵子（校長）←錦町教育委員会

永田　哲雄（教諭）←あさぎり町立免田小学校

田上　琢也（教諭）←新規採用（横浜市立下永谷小学校）

内田　咲　（養護教諭）←長洲町立腹赤小学校

白石佳代子（事務職員）←五木村立五木中学校

馬場　哲也（校長）←熊本市立河内小学校

田村　誠志（教諭）←多良木町立多良木中学校

平江　怜奈（教諭）←芦北町立佐敷中学校

永椎小百合（養護助教諭）←芦北町立内野小学校

福永　高嗣（事務主任）←五木村立五木東小学校

▼ 転入

五木東小学校

五
木
東
小

養
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教
諭

内
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木
東
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木
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諭
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木
中
事
務
主
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高
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五
木
中
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諭

平
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奈

五
木
東
小
校
長

田
代
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恵
子

五
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中
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長

馬
場
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　平成30年4月より五木

村診療所で総合診療内科

医師として診療させてい

ただくことになりました

早川香菜美と申します。

一日でも早く皆様の顔と

名前、好きなこと等を覚

え、五木村の良いところ

を多く知れるようにした

いと思っております。

　慣れないことも多く知

れるようにしたいと思っ

ております。

　二年前、初めて診療所に向か
う道中で川辺川のエメラルドグ
リーンに魅了されたことをはっ
きりと覚えています。あれから
二年間、多くの方に出会い、叱咤
激励してもらい、充実した毎日で
した。五木村は日本屈指の高齢
化率だからこそ、最先端の医療・
介護・福祉の連携体制が整ってい
ます。今後は異動となりますが、
五木村の仕組みを真似て、医療と
いう切り口から地域の健康増進
に関われたらと思います。
　奇跡的に子供を授かれば、日本
一のエメラルドグリーンを見せ
に来ますので、その際は声を掛け
てください。二年間、本当にあり
がとうございました。

五木村診療所

所長 水橋　由美子
　　　　　（旧姓：南）

五木村診療所

所長 早川　香
か な み

菜美

五木中学校

▼ 転出

五木東小学校

五木中学校

Itsuki VillageNews

03
医療機関へ受診されるときのお願い

　現在、休日や夜間に受診される方が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療

に支障をきたしています。必要な方が安心して医療が受けられるように、医療

機関の受診や薬局でお薬をもらう際には、下記のことに留意しましょう。

　体調がすぐれない場合や、軽い症状のときでも昼間の診療時間内に受診しておきましょう。休日や夜

間に救急外来を受診することで、重症患者への対応が遅れたり、支払う医療費も高くなったりします。

平日の昼間の診療時間内に受診しておきましょう

かかりつけの医師を持ちましょう

　信頼できるかかりつけ医を身近に見つけ、健康管理の心強い味方になってもらい、気になることが

あったら、早めに相談し日頃から体調管理に注意をしてください。また、かかりつけ薬局があれば、市

販の薬との飲み合わせのチェックなど気軽に相談できます。

同じ病気で複数の医療機関を受診することは避けましょう

　同じ病気で複数の医療機関を受診すると、同じ検査や投薬により医療費が高くなるだけでなく、か

えって体に悪影響をあたえてしまう心配があります。

後発医薬品（ジェネリック医薬品）を利用しましょう

　ジェネリック医薬品は、先発医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジェネリック

医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カード」をお持ちになり、医療機関や薬局の窓口

でお尋ねください。

お薬手帳を活用しましょう

　複数の薬を使用する場合は、飲み合わせによって副作用が強くでることもあります。お薬手帳を活

用し、既に処方されている薬を医師や薬剤師に伝えることが大切です。また、薬が残っている場合は、

医師や薬剤師に相談するようにしましょう。

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

Itsuki VillageNews

04

入院時食事療養費及び

　　入院時生活療養費の改定について

•住民税課税世帯（1 食につき）460 円　※ 3 月末までは 360 円です。

　保険医療機関の施設基準等により 420 円の場合もあります。

　指定難病患者、精神病床入院患者（経過措置対象者）の食費は据え置かれます。

◎住民税課税世帯の入院時の食費が変わります。

入院時の食費と居住費が変わります

医療療養病床に入院している方のうち「医療の必要性の高い方」についてのみ、次のように変わります。

◎医療療養病床に入院している方の食費と居住費が変わります。

•居住費（1 日につき）　370 円　※ 3 月末までは 200 円です。

　指定難病患者、老齢福祉年金受給者は、居住費の負担はありません。

•食　費（1 食につき）　住民税課税世帯　460 円　※ 3 月末までは 360 円です。

　保険医療機関の施設基準等により 420 円の場合もあります。

　指定難病患者、精神病床入院患者（経過措置対象者）の食費は据え置かれます。

入院時食事療養

標準負担額

入院時生活療養

標準負担額

離任 着任

五
木
村
長

五
木
村
教
育
長
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Itsuki VillageNews村からのお知らせ

健康増進トレーニングルーム利用者募集

　肥満・高血圧・糖尿病・高脂血症などの生活習慣病は脳血管障害や心筋梗塞、腎臓病などあらゆる病気を発

症させる引き金となりますが、食生活の改善や運動によって予防できることが知られています。

　そこで、保健福祉課では皆様の健康増進を目指して、保健センターに設置してあるトレーニングルームを夜

間開放しています。この機会に、肥満・生活習慣病の予防・健康づくりのために、トレーニングルームを活用

した運動に取り組み汗を流してみませんか？

ここちイイ汗流しませんか？
≪申込み方法≫

　利用希望者は保健福祉課又は社会福祉協議会に電話で申し

込みください。申し込まれた方にはトレーニング機器の利用

方法について 1 回講習を受けていただきます。

≪利用について≫

月曜日〜金曜日（祝日は除く）

午後 6時〜午後 8時まで開放

上記の時間帯の中で、自分の都合の良い時を選んで利用できます。

開放日時

1 カ月 300 円　

別途登録料として 1,200 円〜 1,850 円
（登録料は傷害保険料の掛金に充てます）

利用料

スポーツ名 期　日 場　所

グラウンド・ゴルフ 5月17日（木） あさぎり町森園カントリーパーク

ゲートボール 5月22日（火） 錦町民グラウンド

ゴルフ 5月26日（土） チェリーゴルフ人吉

陸　上 5月27日（日） 多良木町多目的総合グラウンド

「健
けんこう

幸ポイント」29年度の結果について

　平成29年度から国民健康保険加入者を対象に、健康意識を高め、楽しみ

ながら健康づくり活動に参加し、奨励金を獲得する「健幸ポイント事業」

を実施しました。

　初年度は7名の方が参加され、「ウォーキング」や「健診」「結果説明会」

「げんぞう会」等さまざまな健康づくり活動に参加され2,500円〜3,500

円の奨励金を獲得されました。

　今年度もこの事業を継続して実施していますので、参加を希望される

方はいつでも構いませんので保健福祉課までお申込みください。多く方

の参加をお待ちしています。

健やかで幸せな暮らしをお手伝い！

〜７名の方が奨励金を獲得されました〜 健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
参
加
し

一
緒
に
健
康
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
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郡民体育祭がはじまります

〜みなさんの参加と応援をお願いします〜
　平成 30 年度の球磨郡

民体育祭がはじまります。

　5 月までの日程は次の

とおりです。みなさんの

参加と応援をよろしくお

願いします。

 教育委員会　TEL 37－2266　IP：2266お問い合わせ先

Itsuki VillageNews
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平成30年　2月診療分

件数 保険者（五木村）負担額 前月比

入　　院 7 1,606,230 円 -49.25％

外　　来 287 3,181,896 円 +2.91％

調　　剤 120 1,265,132 円 +6.95％

食事・生活療養費 7 62,495 円 -20.62％

その他療養費 6 16,574 円 -26.60％

合　　計 427 6,132,327 円 -19.20％

１人当たり保険者負担額（月額）

２月末国保被保険者数 252 人

24,335 円

前月比 −17.59％

今月の医療費も先月に引き続き、減少して

います。今月も入院費の減少が大きいです。

入院件数も少なくなっていますので、今後

も病気の予防、早期治療に努めてください。

だいぶ暖かくなっています。散歩など、軽

い運動を行い、健康づくりに励みましょう。

Itsuki VillageNews

08 心配ごと・無料法律相談会
人吉球磨地域にお住まいの全ての方を対象とした

受付時間：午後 1 時〜午後 4 時（予約不要ですが、予約があれば優先します）

№ 月 地　域 開催日 場　　所 お問合せ先

1 5月 錦　町 5月16日（水） 錦町保健センター
錦町 住民福祉課

0966－38－1112

2 6月 多良木町 6月28日（木） 多良木町多目的研修センター
多良木町 消費者相談窓口

0966－42－1268

3 7月 山江村 7月26日（木） 山江村農村環境改善センター
山江村 健康福祉課

0966－23－3978

4 8月 五木村 8月17日（金） 五木村保健福祉総合センター
五木村　保健福祉課

0966－37－2214

5 9月 相良村 9月13日（木）
相良村ふれあいセンター

（相良村役場横）

相良村　総務課

0966－35－0211

6 11月 湯前町 11月15日（木） 湯前町保健センター
湯前町保健センター

0966－43－4112

7 1月 あさぎり町 1月17日（木）
ポッポー館

（あさぎり町商工コミュニティセンター）

あさぎり町 商工観光課

0966－49－9211

8 2月 水上村 2月15日（金） 水上村保健センター
水上村 総務課

0966－44－0311

9 3月 球磨村 3月14日（木）
球磨村コミュニティセンター

「清流館」

球磨村　住民福祉課

0966ー32－1112

人吉・球磨生活支援ネットワーク
（「人吉・球磨生活支援ネットワーク」は、人吉球磨地域の自治体と社会福祉協議会の相談担当者で構成する任意の団体です。）

協 力 熊本県、熊本県弁護士会、熊本県司法書士会、熊本県青年司法書士会

臨床心理士による

「こころの健康相談」

もあります。

平成30年度は、平成30年5月〜平成31年3月の間に11回の相談会開催を予定しています。
（※消費生活なんでも相談会含む）

主 催

Itsuki VillageNews
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国民健康保険医療費の状況

相続、借金問題、土地家屋などの

日常生活に関わる心配ごとについて、

ひとりで悩まず、ご相談ください。
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ご
み
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ら
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資
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ご
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Itsuki VillageNews村からのお知らせ

補助金・助成金を活用しませんか？
Itsuki VillageNews

1 1
特設人権相談所を開設します！

　6 月 1 日は、人権擁護委員法が施行された日です。

　全国人権擁護委員連合会では、毎年 6 月 1 日を「人権擁護委員の日」と定め、この日を中心として

特設の人権相談所を開設するなど、一層の人権尊重思想の普及・高揚に努めることとしております。

　本村では、下記の日程で特設人権相談所を開設します。当日は、法務大臣から委嘱を受けた人権擁護

委員が相談に応じます。相談は無料で、秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

Itsuki VillageNews

12
八代年金事務所・年金出張相談（5月）
相談会場の待ち時間が長時間に及ぶことが予想されます。

必ず予約をしてください。

対象事業 補助対象経費 補助率 備考

空き家

バンク

助成金

○空き家バンク登録時

・特別登録者50,000円（※1）

○契約成立時

・特別登録者50,000円

・登録者100,000円

・U・Iターン者200,000円

※1

次の条件を全て満たす物件

・居住面積が20㎡以上

・ 築年数又は全面改修後、30年未

満

・電気、ガス、水道が利用可能

人材育成事

業助成金

本村の産業、経済、教育、文化及

びスポーツの振興、福祉の増進

並びに国際文化時代に対応す

るための、国内、海外の研修に

要する経費

80%以内 ・ 対象者は、村内に在住する満18

歳以上の者（学生は除く）

中小企業人

材育成支援

事業助成金

事業主の負担に係る講習会等

の受講及び資格取得に要した

経費

1/2

・上限500,000円

・ 同一年度内における同一事

業主に対する助成金の合計

額500,000円以内

・対象者は、村内在住者

地域づくり

活動支援助

成　　　金

地域づくり活動に係る経費 ・各地区100,000円以内

・団体200,000円以内

雇用維持

奨 励 金

休業手当相当額から国の助成

金の支給決定額を減じて得た

事業主負担分

事業主負担分全額 ・ 対象は、国の雇用調整助成金支

給決定を受けた村内の事業所

商工振興

補 助 金

準備支援にかかるもの

（ソフト事業）※新たな起業や

既設施設等の規模拡大などを

検討するための経費

2/3以内

上限1,000,000円

・対象地域は、村内

・ 対象者は、五木村商工会会員及

び加入予定者

・ 経営支援プログラムの申請書

添付

施設整備にかかるもの

（ハード事業）※新たな起業や

既設施設等の規模拡大などの

施設整備を行うための経費

1/2以内

（一般）上限1,000,000円

（新規雇用創出）上限につい

ては、お問合せ下さい

・対象地域は、村内

・ 対象者は、五木村商工会会員及

び加入予定者

・ 経営支援プログラムの申請書

添付

雇用支援にかかるもの

※新規雇用者を1名以上採用

した場合

1人につき600,000円 ・村内居住者が対象

・雇用期間は2年以上

※補助金・助成金を希望する人は、必ず事前にふるさと振興課までご連絡ください。

ふるさと振興課　TEL 37－2212　IP：2211お問い合わせ先

〜「人権擁護委員の日」をご存じですか？〜

《日　時》　６月1日（金）　午前 10 時〜午後３時

《場　所》　五木村役場　２階　監査室

《人権擁護委員》　辻　篤子　委員・吉松　ひとみ　委員

場　所 期　日 相談時間

人吉市東西コミュニティセンター
7日（月）・14日（月）

21日（月）・28日（月）
　午前 9 時〜

　　　午後 5 時錦町社会福祉協議会（温泉センター） 2日（水）・16日（水）・30日（水）

多良木町役場 9日（水）・23日（水）

【問い合わせ先・予約先】　 八代年金事務所　お客様相談室　TEL 0965－35－6123

　　　　　　　　　　　　五木村役場　住民税務課　　　　TEL 37－2213（IP2214）

〜国民年金保険料は納付期限までに納めましょう〜

　平成30年4月分から平成31年3月分までの国民年金保険料は、月額16,340円です。

保険料は、日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンス

ストアで納めることができます。また、クレジットカードによる納付やインターネット

等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対し

て、電話、文書、訪問により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限ま

でに納付がない場合は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方※の財産を

差し押さえることがありますので、早めの納付をお願いします。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予される制度が

ありますので、市区役所・町村役場の国民年金窓口へご相談するようお願いします。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

Itsuki VillageNews
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住民税務課　TEL 37－2213　IP：2214お問い合わせ先
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INFORMATION
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平成30年 6月休日当番医のお知らせ

当番医が変更となっている場合がありますので、必ず電話をして受診してください。

日付 曜日 医療機関 電話番号 小児科医療機関 電話番号

3日 日
仁田畑クリニック 42−1123

やまむら医院 45−0005
深水内科医院 38−3221

10日 日
増田耳鼻咽喉科クリニック 45−8001 増田クリニック

小児科
22−3570

酒瀬川内科 38−0050

17日 日
東病院 45−5711 人吉医療センター

小児科
22−2191

ほづみ皮膚科医院 26−5300

24日 日
犬童内科胃腸科医院 45−1125

公立多良木病院小児科 42−2560
小川整形外科医院 38−3455

※ 今回は球磨郡医師会のみ掲載しています。人吉医師会分に関しましては、今後分かり次第掲載していく予定です。

INFORMATION

警
察
職
員

（
警
察
官
Ａ
・
警
察
行
政
）

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

 

お
知
ら
せ

▼
受
付
期
間

　

４
月
26
日（
木
）〜
５
月
25
日（
金
）

▼
第
１
次
試
験
日

　

７
月
８
日
（
日
）

▼
受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

● 

32
歳
ま
で
の
方
（
昭
和
61
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

● 

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
除
く
）
を
卒
業
ま
た
は

平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方

▼
受
付
期
間

　

４
月
26
日（
木
）〜
５
月
25
日（
金
）

▼
第
１
次
試
験
日

　

６
月
24
日
（
日
）

▼
受
験
資
格
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

● 

22
歳
〜
35
歳
の
方
（
昭
和
58
年

４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１

日
生
）

● 

22
歳
未
満
の
方
（
平
成
９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
除
く
）
を
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
方

受
験
申
込
書
は
、
人
吉
警
察
署
・
交

番
・
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
：

　

人
吉
警
察
署　

総
務
課

▼
電
話
：
２
２
―
４
１
１
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
で
は
、
来

春
の
新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予

定
又
は
採
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る

事
業
所
を
対
象
に
、
求
人
申
込
手

続
き
、
求
人
ル
ー
ル
の
説
明
及
び

適
正
な
採
用
選
考
の
啓
発
を
目
的

と
し
て
「
新
規
学
校
卒
業
者
対
象

求
人
申
込
み
の
た
め
の
事
業
主
向

け
説
明
会
」
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開
催
し
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
新
規
学
校
卒

業
者
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
担

う
人
材
と
し
て
、
地
元
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就
職
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未
来
へ
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き
る
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ご
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成
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年
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説
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た
だ
き
ま
す
よ
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▼
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成
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年
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月
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４
時
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２
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４
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▼
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事
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申
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工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
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査
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果
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小
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成
31
年
３
月
新
規
学
校
卒

業
者
対
象
求
人
申
込
み
の
た

め
の
事
業
主
向
け
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

す
。
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
感
電
事
故
の
防
止
の
た
め
、

電
線
付
近
で
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や

魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
が
一
鯉
の
ぼ
り
や
、
釣

り
糸
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近

く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の

は
飼
い
主
だ
け
で
す
。
ペ
ッ
ト
と

避
難
が
必
要
で
あ
る
か
判
断
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
人
や
ほ
か
の

動
物
に
友
好
的
で
あ
る
こ
と
や
、

む
や
み
に
ほ
え
な
い
、ケ
ー
ジ
に
入

る
な
ど
の
し
つ
け
や
ノ
ミ
・
ダ
ニ
の

駆
除
、迷
子
に
な
っ
た
時
の
た
め
の

首
輪
と
迷
子
札
の
装
着
な
ど
が
重

要
で
す
。
災
害
が
起
き
て
か
ら
ど

※ 

税
務
署
か
ら
の
お
尋
ね
に
対
す

る
問
合
せ
や
納
付
相
談
、
又
は

税
務
署
の
職
員
に
ご
用
の
あ
る

方
は
、
番
号
2
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

３ 

．
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談

し
た
い
内
容
の
番
号
を
次
の
中

か
ら
選
択
し
ま
す
。

① 

個
人
の
年
金
や
事
業
な
ど
の
所

得
税

② 

給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
（
年
末

調
整
）
又
は
、
支
払
調
書

③ 

相
続
税
や
贈
与
税
又
は
譲
渡
所

得
④
法
人
税

⑤
消
費
税
や
印
紙
税

⑥ 

そ
の
他
の
お
問
合
せ
や
ご
不
明

な
点
が
あ
る
場
合

▼ 

人
吉
税
務
署
（
電
話
：
２
３
―

２
３
１
１
）
※
自
動
音
声
案
内

九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故

防
止
の
お
願
い

ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う
！

防
災
対
策

う
す
る
か
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら

の
心
構
え
と
備
え
が
大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
：

　

県
健
康
危
機
管
理
課

　

電
話
：
０
９
６
―
３
３
３
―
２
２
４
８ 

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相

談
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
熊
本
国
税
局
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
ご
利
用

の
際
の
手
順
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

．
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し

ま
す
。

２ 

．
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
番
号

1
を
選
択
し
ま
す
。

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2 3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
五木のふるさと
新緑まつり

シルバー人材セ
ンター定期総会

郡民体育祭
（グラウンド・
  ゴルフ）

五木村自衛隊
家族会総会

20 21 22 23 24 25 26
郡民体育祭

（ゲートボール）
郡民体育祭

（ゴルフ）

27 28 29 30 31
郡民体育祭

（陸上）
区長会

狂犬病予防注射

自然が奏でる子守唄の里 五木村

五木のふるさと新緑まつり

主な行事等の詳細は五木村ホームページまで！

http://www.vill.itsuki.lg.jp
５月

警
察
官
Ａ（
男
性
・
女
性
）

警
察
行
政

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な

相
談
は
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
へ
！　

の行事予定

飼

い

犬

は

、

必

ず

つ

な

い

で

飼

い

ま

し

ょ

う

。

プ
ラ
ご
み
は
き
れ
い
に
洗
っ
て
、
乾
か
し
て
か
ら
「
資
源
ご
み
」
へ
。
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〒
868-0201　

 　
熊

本
県

球
磨

郡
五

木
村

甲
2672-7　

TEL0966-37-2211　
FA

X0966-37-2215

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.vill.itsuki.lg.jp　
E-m

ail info@
itsuki.kum

am
oto.jp

広
報
い
つ
き
　

N
o

.2
9

0

転入 転出 出生 死亡

男 4 9 0 0

女 1 3 0 0

計 5 12 0 0
（増減− 7）

人　口 1,115 人

世帯数 498 世帯

人
の
動
き
（
３
月
末
現
在
）

【おくやみ】

【おめでた】【ご 成 婚】

今月は、該当者はありません

3 月 16 日～４月 17 日　届出分

戸
籍
の
窓
口

くまモン画伯がやってきた‼

　4 月 9 日（月）に五木産材で建築された「五木源住宅」

が熊本県の広報テレビである「くまモンしあわせ彩熊記」

の取材を受けました。

　テレビ放送（RKK）は「五木源（ごきげん）住宅はお

すすめだモン！〜五木村の森林で自立する村づくり〜」

のタイトルで4月25日（水）午後8時54分にありました。

再放送は 4 月 28 日（土）午前 5 時 25 分にあります。

健やかで美しい五木産材をふんだんに

使った優しい住み心地のよい五木源住宅。

　村内では村営住宅として使用されているほか、熊本地

震で大きな被害を受けた西原村では「復興モデル住宅」

として役場横に建設されています。今回のテレビ放送で

より多くの方に五木村産材を知っていただく機会となり

ました。

4月16日

今堀 マスノさん（90歳 宮園）


